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はじめに 

近年、日本各地で、海岸に漂着した鯨の死体や、港湾に迷入した鯨の目撃情報が、

ニュースで取り上げられる機会が増えました。鯨類研究の世界では、「鯨類が生きたまま

海岸に乗り上げて身動きがとれなくなったり(座礁)、死体が流れ着いたり(漂着)、河川や

港湾等に迷い込んでしまう(迷入)現象」を、ストランディング(stranding)と呼びます(石

川,2008)。 

鯨類は、海洋生態系の高次に位置し、広域に渡って生息することから、海の環境を知る

ための指標になると考えられます。しかし、一生を水中で暮らす鯨類を目にする機会は限

られ、時折発生するストランディングは、鯨類や海を知るための大変貴重な機会となりま

す。例えば、ストランディング個体の胃内容物を分析することで、私たちは、その海域の

生態系を垣間見ることができます。 

 山田(2000)や石川(2008)によると、日本全国のストランディングの報告は、1990 年代

以降に急激な増加がみられましたが、この数はあくまでも報告された件数なので、関係機

関によるストランディングネットワークの整備や、報告者の増加、ビーチコーミングをす

る方が増えたこと等の人的な要因が大きく、一概に、ストランディングが増えているとは

いえないようです。 

徳島県沿岸でも、しばしばストランディングは発生していますが、行政や漁業関係者の

方々に話を伺っても、「たまに鯨が流れ着くことがある。」という事は耳にしますが、そ

れがどんな種類で、どのくらいの頻度なのかは不明でした。また、いくら文献や論文にあ

たっても、徳島県沿岸におけるストランディングの傾向について言及した研究は見当たり

ませんでした。 

そこで今回は、国立科学博物館の海棲哺乳類ストランディングデータベース(国立科学

博物館,2025)をもとに、過去に徳島県沿岸とその周辺地域で発生したストランディングの

件数、鯨種、場所の情報を整理し、本県におけるストランディングの傾向を分析してみた

いと思います。 

 

徳島県沿岸における鯨類のストランディング記録 

 徳島県沿岸のストランディング記録は、最も古い 1974 年から、現時点で最新である

2021 年まで合計 31 件あります。その内訳は、漂着が 21 件、漂流が 1 件、混獲が 6 件、

迷入が 3 件でした。また、ストランディングした鯨種別の件数を表 1 に示しました。な

お、表 1 の科名、属名、和名の記載は、川田ら（2018）に従いました。 
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表 1.徳島県沿岸でストランディングした鯨種別の件数(1974-2021) 

 

 

次に、ストランディングした場所に着目し、徳島県沿岸を北から順に、鳴門市碁の浦か

ら孫崎までを「讃岐・阿波沿岸」、孫崎から蒲生田岬までを「紀伊水道西沿岸」、蒲生田

岬から海陽町金目までを「海部灘沿岸」の３つの区域に分けました。この区域分けは、

「とくしま海岸漂着物対策取組方針【資料編】H260910」（徳島県生活環境部環境指導

課，2014）を参考としました。図 1 に、徳島県沿岸で発生したストランディングの場所と

区域別の件数を示します。讃岐・阿波沿岸は 6 件、紀伊水道西沿岸は 12 件、海部灘沿岸

は 13 件の記録がありました。特に、紀伊水道西沿岸では、12 件のうち、南側の阿南市で

8件、北側の鳴門市、徳島市および小松島市で、合わせて 4 件の記録がありました。 

 

 

図 1.徳島県沿岸で発生したストランディングの場所と区域別の件数（1974-2021） 
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そして、区域別のストランディングした鯨種を表 2に整理したところ、讃岐・阿波沿岸

で 4 種（種不明イルカを除く。以下同様。）、紀伊水道西沿岸で 7 種、海部灘沿岸で 9種

が確認されました。これらの結果を見ると、徳島県沿岸では、讃岐・阿波沿岸より、紀伊

水道西沿岸から海部灘沿岸でストランディングの発生が多く、ストランディングする鯨種

も多いようです。さらに、紀伊水道西沿岸では、北側で少なく、南側で多い傾向にあると

推測されます。 

 

表 2．徳島県沿岸における区域別のストランディングした鯨種（1974-2021） 

 
 

ストランディング件数は、海岸線の長さや構造、人目のつきやすさに影響されるため、

各区域の利用特性を調べました。その結果、件数の多かった紀伊水道西沿岸から海部灘沿

岸は、海岸線の長さが約 331.5km（紀伊水道西沿岸：約 179.2km、海部灘沿岸：約

152.3km）と、讃岐・阿波沿岸（約 57.6km）に比べて 5 倍程長く、また海水浴場やサーフ

ポイントが多いことがわかりました（徳島県生活環境部環境指導課，2014）。このことか

ら、紀伊水道西沿岸から海部灘沿岸は、鯨類のストランディングが発生しやすく、なおか

つ、ストランディングした鯨類が海岸を利用する人の目につきやすい場所であると考えら

れます。 

一方、ストランディングの少なかった讃岐・阿波沿岸では、釣りや遊覧船による海の観

光業や沿岸漁業・養殖業が盛んに行われていますが、海岸線の長さが短く、海岸沿いが急

峻な地形で砂浜が狭いことが知られています（徳島県生活環境部環境指導課，2014）。こ

のことから、人目につく環境ではあるものの、海岸線が短いため、紀伊水道西沿岸から海

部灘沿岸と比べてストランディング件数が少ないのではないかと考えられます。 

さらに、紀伊水道西沿岸でも、ストランディング件数が少なかった北側は、徳島県の海

上交通の中心地であり、海岸ではクルーズ船やコンテナ船等の商業用大型船の寄港に対応

する港や岸壁の整備が活発に行われています（四国地方整備局港湾空港部．2021．）。そ
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のため、他区域に比べて一般人が海岸を利用しにくく、ストランディングした鯨類が発見

されにくいのではないかと思われます。 

 

徳島県と周辺地域のストランディング件数と鯨種の比較 

ここまで、徳島県沿岸におけるストランディング記録について概観してきましたが、そ

の特徴を知るためには、周辺地域の状況と比較することが重要です。そこで、周辺地域と

して、香川県、高知県、和歌山県、大阪府、兵庫県（日本海側を除く。）、岡山県につい

ても、本県の記録と同様にデータを整理しました。 

まず、徳島県と周辺地域におけるストランディング件数の比較を図 2 に示しました。そ

の結果、高知県が 187 件と最も多く、次いで和歌山県が 181 件で、これらの 2 県は徳島県

と周辺地域の中でストランディング件数が群を抜いていました。 

 

 

図 2．徳島県と周辺地域におけるストランディング件数の比較（1974-2021） 

 

次に、ストランディング件数と海岸線の長さの関係をみてみます（図 3）。各府県の海

岸線の長さは、香川県が最も長く、瀬戸内海の島嶼部を含めて約 738km（香川県，

2024）、以下、高知県約 713km（高知県，2014）、兵庫県瀬戸内海側約 702km（兵庫県，

2025）、和歌山県約 650km（和歌山県，2024）、岡山県約 537km（岡山県，2013）、徳島

県約 389.1km（徳島県生活環境部環境指導課，2014）、大阪府約 227km（大阪府，2023）

で、徳島県は周辺地域の中では短い方でした。ストランディング件数と海岸線の長さの間

に、弱い正の相関がみられたことから、ストランディング件数には海岸線の長さの他に

も、沿岸部の構造や利用人口、生息する鯨類の種類や個体数、海流等の様々な要素が複雑

に関係していると考えられます。 

ストランディングの多寡に影響を及ぼす要因はさておき、周辺地域との比較から、徳島

県沿岸は海岸線の長さが短く、ストランディング件数もあまり多くない場所であるとは言

えそうです。 
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図 3．徳島県と周辺地域におけるストランディング件数と海岸線の長さの関係（1974-2021） 

 

 また、各府県でストランディングした鯨種と件数を表 3 に整理しました。その結果、徳

島県が 13 種であったのに対し、香川県は 7 種、高知県は 18 種、和歌山県は 22 種、大阪

府は 8 種、兵庫県は 13 種、岡山県は 6 種でした。徳島県および周辺地域においては、瀬

戸内海側より、太平洋側の地域でストランディングした鯨種が多いことが伺えます。 

 

表 3.徳島県と周辺地域にストランディングした鯨種と件数(1974-2021) 

 

 

 また、各府県の状況をみると、ストランディング件数が特に多かった高知県と和歌山県

では、ミンククジラが他府県と比べて特に多いことが目立ちました。高知県が全 187 件の

うち 102 件、和歌山県が全 181 件のうち 73 件と、大部分をミンククジラ 1 種が占めるこ
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とは、太平洋側の 2県に共通する特徴だと言えそうです。この 2県のミンククジラのスト

ランディング状況は、各 1 件ずつ漂着があった他は、すべて定置網による混獲でした。ミ

ンククジラの混獲件数は、他の鯨類と同様に「報告数」であり、必ずしも実際の発生数を

表したものではありません。混獲されたヒゲクジラ類は、関係省庁への報告を含む所定の

手続きを踏めば販売可能です。ミンククジラは食用需要があり、漁業者が販売に必要な手

続きとして報告するため、他の鯨類と比べると報告される割合が高くなっている可能性が

あります。 

一方で、瀬戸内海側の香川県、大阪府、兵庫県、岡山県は、スナメリが特に多く、いず

れの府県も過半数を占めていました。スナメリは、瀬戸内海から大阪湾と鳴門海峡を経

て、紀伊水道の南部まで連続的に生息することから（粕谷．2011）、生息域沿岸にあたる

瀬戸内海と紀伊水道に面する地域でストランディングが発生していると考えられます。こ

のように、ミンククジラやスナメリがストランディングの大部分を占める地域があるのに

対し、徳島県では、特定の種への偏りがみられませんでした。 

徳島県と周辺地域のストランディングした鯨種を見比べると、紀伊水道西岸南側から海

部灘沿岸にストランディングしていたミンククジラ、ザトウクジラ、コマッコウ、オガワ

コマッコウ、カズハゴンドウ、コビレゴンドウ、ハナゴンドウ、スジイルカは、高知県と

和歌山県でもストランディングしていました。スジイルカは北海道以南の太平洋沿岸、コ

ビレゴンドウは太平洋に多く分布し、コマッコウやオガワコマッコウは世界中の暖海の外

洋域に分布することが知られ（粕谷．2011）、これらの種は徳島県の太平洋側の沿岸にも

生息、または季節的に来遊している可能性が考えられます。 

以上のことから、徳島県は周辺地域と比べ、ストランディング件数は少ないものの、特

定の種に偏ることなく幅広い種の鯨類がストランディングする場所であると考えらえま

す。 

 

まとめ 

 徳島県沿岸におけるストランディング記録について、件数、鯨種、場所を分析した結

果、讃岐・阿波沿岸から紀伊水道西沿岸北側よりも、紀伊水道西沿岸南側から海部灘沿岸

でストランディングが多く発生していることがわかりました。また、ストランディングし

た鯨種についても、紀伊水道西沿岸南側から海部灘沿岸の方が多いとわかりました。さら

に周辺地域との比較を行った結果、徳島県沿岸はストランディングの発生は少ないもの

の、多種多様な鯨類がストランディングする場所であることが示唆されました。 

徳島県は播磨灘、紀伊水道、太平洋の３海域に面し、それぞれの地域で営まれる漁業や

漁獲される魚の種類も多様であることが知られています（公益財団法人 徳島県水産振興

公害対策基金.2021）。漁獲対象種や漁場のモニタリングはもちろんのこと、徳島県周辺

に生息する多様な鯨類やストランディングにも目を向けることで、本県沿岸の多様で複雑

な自然環境、その特性をより深く知ることができるのではないかと思います。 
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